
多面的機能支払制度の取組状況等
について

資料１－②

令和５年２月２０日



１

区分
支援対象
組織

主な支援
対象活動

交付対象
農用地

10a当たり
交付単価

備考

農地維持支払
農業者等で
構成する組織

・草刈り、水路の
泥上げ等

農振農用地
＋

市町村が必要と
認める農地

田：3,000円
畑：2,000円
草地：250円

資源向上支払

共同活動
農業者及び
その他の者で
構成する組織

・水路、農道等の
軽微な補修
・景観形成活動
・防災の強化 等

農振農用地
のみ
＋

市町村が必要と認
める農地

田：2,400円
畑：1,440円
草地：240円

※以下の場合、交付単価は75%
・５年以上継続している組織
・共同活動と施設の長寿命化を
一緒に取り組む組織
※多面的機能の増進を図る活動
に取り組まない場合5/6単価
※その他加算措置あり

施設の長寿
命化

農業者及び
その他の者で
構成する組織

・水路等の補修、
更新

農振農用地
のみ
＋

市町村が必要と認
める農地

田：4,400円
畑：2,000円
草地：400円

※広域活動組織でなく、かつ直営
施工を実施しない場合基礎単価
の5/6単価
※広域活動組織ではない場合、
上限額200万円/集落

○制度の概要

○交付金交付ルート

国 県 市町村 活動組織国費

国費
＋
県費

国費
＋
県費
＋

市町村費

１ 多面的機能支払交付金について



２ 全国の取組状況（農地維持支払）

２

R4.8（本省公表）

・全国では、R３年度、農用地面積
4,138.2千haのうち、約56％にあたる
2,311千haにて多面的機能支払を交付
金を活用し、地域活動を実施している。

・水稲主体の北陸や東北地域において
、本交付金が積極的に活用されている
傾向にある。

・北陸地域（福井、石川、富山、新潟）
はすべて６０％以上の取組率である。



３ 富山県の農地維持支払の取組状況

３

富山県目標値

○農地維持支払活動への取組
令和８年度に、農業振興地域内農業集落数の８割の１，６００集落が取組む

ことを目標とする。（富山県農業・農村振興計画にも記載）

富山県の令和４年度の農地維持支払取組状況（推定値）

○取組集落 ：１,４４７集落（Ｒ３年度１，４３８集落）
○取組面積 ：４１,９１８ｈａ、取組率７５．３％

（Ｒ３年度 ４１,７６４ｈａ、取組率７５％）

Ｒ３全国平均５６％、本県の取組率は全国第３位

順位 都道府県 取組率

１ 福井県 ８３％

２ 兵庫県 ８２％

３ 富山県 ７５％

４ 新潟県 ７５％

５ 滋賀県 ７３％

６ 山形県 ７０％

７ 佐賀県 ７０％

８ 北海道 ６７％

９ 石川県 ６７％

１０ 秋田県 ６６％

◎全国の取組状況



0

200

400

600

800

1,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

・令和４年度の取組面積は、前年度比で約0.3％増加する見込み。
・地目別に見ると取組面積の９７％を田が占めている。
・農振農用地以外の農地における取組※は一定水準。

（Ｒ４.１０月末時点）

４ 農地維持支払の県内の取組状況の推移

４

※平成26年度より、農振農用地と一体的に取り組む必要があると認められる市街化区域内の農地等も交付対象となった。

地目別取組状況

(R03)

農振農用地以外での取組

○年度別取組面積（集落数）の推移

787ha

502ha
609ha

662ha
669ha

農地・水保全管理支払（共同活動） 多面的機能支払（1期)
取組面積
（ha）

20,760

24,175
25,660

26,026
26,238

27,306

27,670

38,108

40,348

集落数
686

集落数
816

集落数
875

集落数
890 集落数

895

集落数
887

集落数
899

集落数
1,304

集落数
1,384

集落数
1,406

41,279

集落数
1,410

41,445

集落数
1,402

41,058

41,979

集落数
1,418

41,433

集落数
1,428

644ha

多面的機能支払（2期)

41,918
(推定値）

集落数
1,438

663ha

田;40,630
ha

畑地,778ha 草地,21ha

富山県：97%
（全国平均：田63%）

集落数
1,449

41,764
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取組率 増減率（R3→R4）

５ 市町村別の農地維持支払の取組状況

・取組率は地域ごとに格差が見られるが、Ｒ４年度は前年度より増加見込み。

５

100%

91.2%92.8%

89.0%

86.1%
83.3%

80.8%

75.5%

70.0% 68.2%
66.1%

64.4%
61.9%

54.5%
51.1%

75.3%

+0.3%

Δ0.1%

Δ0.1%

+0.6% +0.6% +0.3%

Δ0.1%

+0.5%

+0.1% +2.1%

+0.3%

取組率
（％）

増減率
（％）
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※R4.10末時点（暫定値）

＜増加した市町村の理由＞
・市報や説明会の開催によるもの。
・隣接集落からアドバイスを受けたもの。 など



６ 令和５年度の取組方針

令和５年度は全体の約８割にあたる約８００活動組織が５年間の活動期間の
終了となるため、次期（Ｒ６～１０）も継続できるよう推進活動を展開

○市町村と連携した推進活動の実施
①活動組織の広域化
・広域活動組織設立に向けた説明会の実施
・関係機関との調整 等

②既存活動組織への支援
・活動期間終了を迎える活動組織への働きかけ
・事務支援システム導入推進、事務委託の体制整備
・企業、学校等と連携した人的支援の検討 等

③未取組集落の掘り起こし
・未取組集落への説明会の実施 ・アンケート調査 等

○その他、活動組織リーダーを育成するための研修会
の開催、活動事例の収集・発信を実施。

６

＜研修会（県協議会主催）＞

＜技術研修会（県協議会主催）＞

約3割が継続を検討中
（県協議会調べ）



生き物調査 農道の草刈作業

駒方地区資源保全隊(高岡市)
○対象農地面積：26.5ha

○構成員：35人（農業者28人、非農業者7人）
6団体(自治会、営農組合等)

○取組内容：農地維持支払、
資源向上支払(共同活動)

＜特徴的な取組＞

・千鳥丘小学校に隣接するビオトープ「千
鳥の森」にて、児童が継続的に生き物調
査を実施。

・年２回程度千鳥丘小学校ＰＴＡ･児童･
教員と共同で同施設の草刈り等の作業を
実施し、生態系の保全に努めている。

環境保全ポスター 標語ののぼり旗（ごみ拾い活動中）

＜参考＞多面的機能支払交付金を活用した取組事例 ※R4知事賞受賞

＜特徴的な取組＞

・夏休み期間中、小学生へ環境保全に関す
るポスターを募集。選出された優秀作品
2点は、道路の路肩へ看板として設置。

・自治会と協力し美化運動に関する標語を
募集。優秀作品2点はのぼり旗として、
美化運動の際に掲げている。

高宮環境保全会(南砺市)
○対象農地面積：56.2ha

○構成員：118人（農業者58人、非農業者60人）
4団体(自治会、営農組合等)

○取組内容：農地維持支払、
資源向上支払(共同活動)


